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編　集　後　記

臨床神経学｜2024｜64巻 7号 525

いま，ニューヨークのメトロポリタン美術館（MET）
では「Sleeping Beauties: Reawakening Fashion」というテー
マで服飾に関する大規模な展示会が開かれています．衣装
を見るだけではなく，昔の衣装の質感や匂いを現代の技術
で再現し，触った質感や匂いを体験できる展示が特徴です．
主催者は，見るだけでなく，触ったり嗅いだりすることで，
展示品と入場者の間に個人的つながりを作り出せることを
期待しているとコメントしています．
さまざまな感覚を併せもつ情報にはどのような強みがあ
るでしょうか．新型コロナウイルス感染の流行により，仕
事や体験のオンライン化は急速に進みました．本学会の学
術大会のように現地かオンライン参加が選択できることも
増えています．オンライン参加に比べて，現地参加は時間
的・経済的な負担が大きいのは明らかです．しかし，あえ
て現地を選ぶ参加者が多い理由のひとつは，現地参加によ
り多様な感覚入力を介した豊かな情報が得られることで
しょう．いろいろな人・ものごととの出会いを通じて五感

から入ってくる情報は，METで行われている工夫を超え
て脳に深く刻まれ，参加者の情動に結びつきます．
今回の学術大会に参加して心を動かされた方は，この機
会に今回の発表内容や温存している症例をぜひ論文として
まとめましょう．論文を書くことは，記号としての言語を
用いて，自分の経験した内容を正確に伝えるための作業で
す．研究や症例について改めて考え直し，磨き上げる良い
きっかけになります．さらに，投稿した論文に対して査読
者から意見をもらうことで，新たな気づきがあり，完成度
の高い論文に仕上げることができます．「臨床神経学」は，
論文投稿の経験が浅い方にも配慮して，丁寧で教育的な査
読を心がけています．また，あまり知られていませんが，
英文論文も受け付けております．皆さんが一所懸命に取り
組んだ研究・症例の投稿を編集委員一同お待ちしており 

ます．
 （鈴木　匡子）


